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にご登録ください♪



2２０２０．９

コロナ禍
か

のなかで

災害に備える
新型コロナウイルス感染症の収束の見通しが立たない現在でも、大地震や台風などの自然災害
は起こりえます。とくにこれからの季節は、本格的な台風シーズンを迎え、豪雨による土砂災
害や浸水害が発生する恐れがあります。新型コロナウイルスとの未だかつてない「複合災害」
の危機にどう備えていけばいいのか、新型コロナウイルス感染症を踏まえた避難のあり方と備
えについてお知らせします。
問合せ　役場総務課消防防災係　ｔ２９５－２１１２内線３１１

新型コロナウイルス感染症が流行しているなかで災害が起き
た場合に求められるのは、密集を避けた避難です。
避難とは「難」を「避ける」ことです。自宅に土砂災害や浸
水害の恐れがあれば、ためらわずに避難が必要です。しかし、
自宅の位置が浸水想定区域から離れていれば必ずしも外に出
て危険を冒して避難所に行く必要はありません。避難する場
所は、必ずしも避難所だけではありません。避難所に多くの
人が集まると密集状態になり、集団感染（クラスター）の危
険性が高まります。新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐた
めに、避難所以外の場所への避難を考えておきましょう。

車での避難

避難準備情報が発令されたときに浸水想定区域外へ避難し、
浸水する恐れのない公園の駐車場などで、町が発信する災害
情報を収集しましょう。
！ 注意 !!　車内で窮

きゅう
屈
くつ
な体勢で長時間いると血管内に血栓

親戚・友人の家に避難

家に２階がなく、避難所に行くのにリスクのある人な
どは、安全な近所・友人・
親戚の家に避難しましょう。
普段から災害時に身を寄せ
てよいか相談して決めてお
きましょう。周りの人に迷
惑をかけないよう、マスク
をするなど感染症対策を万
全にして避難しましょう。

浸水想定区域外にお住まいの場合は自宅に避難。浸水
想定区域内にお住まいの場合は、避難所に避難するこ
とが望ましいですが、万一逃げ遅れたり、外に出ると

在宅避難（屋内での避難）

かえって危険だと感じる
場合は、２階以上に垂直
避難してください。土砂
崩れの恐れがある山が近
くにあるときは、山の反
対側の部屋に避難しまし
ょう。

令和元年台風第19号で冠水した
西戸グラウンド（令和元年10月12日）

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、分散避難にご協力ください！

ができ、呼吸困難などを伴うエコノミークラス
症候群を招く危険性があります。やむ
を得ず車で避難をする場合は、水分補
給や意識的にストレッチなどを心がけ
てください。
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特集　コロナ禍のなかで災害に備える

警戒レベル 住民がとるべき行動 町や気象庁からの情報

５ 命を守る行動を！ 既に災害が発生しています。
命を守るための最善の行動をとりましょう。 災害発生情報

４ 全員避難
直ちに命を守る行動をとりましょう。 避難指示（緊急）

全員速やかに避難しましょう。 避難勧告

３ 高齢者等は避難
避難に時間のかかる人（高齢者・障害者・乳
幼児など）とその支援者は避難しましょう。
その他の人は避難の準備を整えましょう。

避難準備・高齢者等
避難開始

２ 避難行動の確認 避難に備え、ハザードマップなどにより、避
難行動を確認しましょう。 洪水注意報・大雨注意報

１ 災害への心構えを高める 災害への心構えを高めましょう。 早期注意情報

高

　　
令
和
２
年
５
月
、
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県
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れ
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。
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わ
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す
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で
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だ
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い
。

　　
町
で
は
、
土
砂
災
害
か
ら
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皆
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生
命・身
体
を
守
る
た
め
、「
毛

呂
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土
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災
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ザ
ー
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務
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、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
土
砂
災
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ザ
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、
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土
砂
災
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戒
区
域
等
の
位
置
を
は
じ

め
、
災
害
時
の
心
が
け
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避
難
所
等
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
住
ま
い

の
人
は
、
大
雨
の
際
や
土
砂
災
害
警
戒

情
報
が
発
表
さ
れ
た
際
に
は
、
早
め
に

安
全
な
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。　

　
な
お
毛
呂
山
町
で
は
、
現
在
、
新
し

い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
中
で
す
。

出
来
上
が
り
次
第
、「
広
報
も
ろ
や
ま
」

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
、
全
世
帯
に
配
布

す
る
予
定
で
す
。

洪
水
浸
水
想
定
区
域
お
よ
び

水
害
リ
ス
ク
情
報
図
の
公
表

埼玉県県土整備部河川砂防課防災担当
ｈhttp://www.pref.saitama.lg.jp/a1007/shinsuisouteikuiki/

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

確
認
し
ま
し
ょ
う▲阿諏訪・滝ノ入地域

▲大谷木・権現堂・宿谷地域

！
各種の情報は警戒レベル１から５の順番で発令されるとは限りません。状況が急変する可能性
もあります。また、これらの情報が発令されていなくても、身に危険を感じる場合は直ちに安
全な場所に避難をしてください。

危険度に応じて警戒レベルが発令されます。「警戒レベル３」で避難準備を！

洪水浸水想定区域および水害リスク情報図、土砂災害ハザードマップをご確認ください
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！
避難所が開設された場合は、防災行政無線や町のホームページ・ＳＮＳなどでお知らせします。
なお、毎年開設している第２光の家および小田谷集会所（土砂災害避難所）は、コロナウイル
ス感染症拡大防止の観点から十分なスペースが確保できないため、災害が発生した場合でも今
年度は開設をしません。

風水害の恐れがある場合、はじめに開設されるのは以下の避難所です

避難所の場所を事前に確認

町では指定避難所・避難場所を定め
ています。事前に町のホームページ
やハザードマップでご確認くださ
い。避難所が開設されるときは防災
行政無線や町のホームページ・ＳＮ
Ｓなどでお知らせします。日ごろか
ら家族で落ち合う場所や、避難場所
まで安全に到
達できるルー
トを調べ、話
し合っておき
ましょう。

近所に声をかけて集団行動を

避難のときは、２人以上での行動を
心がけましょう。また、お年寄りや
子ども、病気の人は早めの避難が必
要です。近所に呼びかけて避難に協
力しましょう。現場でいち早く対応
し、助け合うことができるのは隣近
所や地域の皆さんです。日ごろから
避難困難者の把握、危険箇所の情報
を地域で
共有して
おきまし
ょう。

動きやすい服装で避難

避難するとき、ひもで締められる運
動靴を履いてください。はだしやサ
ンダル、長靴は危険です。また、水
深が50センチ（ひざ上）を上回る
場所での避難は危険です。水の流れ
が速い場所は、水深20センチ程度
でも歩けないことがあります。この
ような場合は決
して無理をせ
ず、高い場所に
避難し救援を待
ちましょう。

避難所に避難するときに気をつけること

中央公民館

毛呂山町岩井西1−15−1
電話　２９４－１２５０

浸水害（河川越水等）の場合

歴史民俗資料館

毛呂山町大字大類535−1
電話　２９５－８２８２

中央公民館

東毛呂駅

ウィズ
もろやま 毛呂山町

役場

歴史民俗資料館 大類交差点

至 坂戸市→

至 鳩山町

川角交差点

川越坂戸毛呂山線

土砂災害の場合

総合公園体育館

毛呂山町大字大谷木443
電話　２９４－７１０１

ウィズもろやま（福祉会館）

毛呂山町岩井西5−16−1
電話　２９５－３１１１

総合公園
体育館

←至 鎌北湖

新
飯
能
寄
居
線

埼玉医科
大学病院

鎌北湖入口
交差点

↑

飯
能
寄
居
線

国際医療
センター

ウィズもろやま

毛呂山町
役場

東毛呂駅

中央公民館

毛呂本郷
交差点

↑

特集　コロナ禍のなかで災害に備える
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災害発生時には、以下の方法で災害情報をお伝えします。日ごろから動作を確認したり、事
前に登録したりするなど、いざというときにスムーズに使えるように事前に準備しておきま
しょう。

　防災行政無線

町内59か所に設置した防災行政無線アンテナから、
音声で情報を伝達します。
―「防災行政無線の音が
　　　　　聞き取りづらい」という人へ―
■防災行政無線電話応答サービス
防災行政無線で放送した内容を電話で確認することが
できます。
ｔ０８００−８００−１１６５
■防災行政無線メール配信サービス
防災行政無線で放送した内容を、登録され
たメールアドレスに送信します。右のＱＲ
コードからご登録ください。
※西入間広域消防組合が、遠隔操作により放送する火
災情報や、毎日放送される定時放送（下校放送など）
は、一部対象外としています。
■災害情報案内テレホンサービス
火災等に関する情報は、西入間広域消防組合で行って
いる電話サービスで確認できます。
ｔ０４９－２８０－４３３３

　緊急速報「エリアメール」・緊急速報メール

緊急速報「エリアメール」（NTTdocomo）・緊急速
報メール（SoftBank、au）は、気象庁が配信する「緊
急地震速報」や「津波警報」、国・地方公共団体が配
信する「災害・避難情報」を、特定エリアの携帯電話
（NTTdocomo、SoftBankおよびau）を対象に町か
らの災害情報を一斉に配信するサービスです。  
※メールアドレスの登録は不要であり、対応した機種
の携帯電話であれば自動受信されます（通信料・月額
使用料・情報料は、無料）。
※利用するまでに、設定が必要な機種があります。対
応機種や設定方法など、詳しくは各携帯会社販売店や
ホームページでご確認ください。

　ホームページ・ＳＮＳ発信

毛呂山町では、公式ホームページのほか、Ｌ
ラ イ ン
ＩＮＥや

T
ツ イ ッ タ ー
witterといったＳＮＳを使い、災害情報の発信を行

っています。

▼毛呂山町公式ホームページ
　http://www.town.moroyama.saitama.jp/

▼毛呂山町公式ＬＩＮＥ　　 ▼毛呂山町公式Twitter

　

　テレビ埼玉データ放送

テレ玉（テレビ埼玉）のデータ放送から、町の災害情
報、避難所開設情報等を確認することができます。
■確認方法　テレ玉を視聴している状態で「ｄ（デー
タ）ボタン」を押し、毛呂山町を選択してください。
※平常時はイベント情報などを表示しています。

　ゆずの里ＣＡＴＶ、もろやま中央テレビ

ゆずの里ＣＡＴＶおよび毛呂山中央テレビ共聴組合で
は、災害時には町内の災害情報を放映しています。
※加入者のみ視聴が可能です。

　埼玉県防災情報メール

埼玉県では、登録されたパソコンや携帯電話などのメ
ールアドレスに気象警報注意報、地震情報、避難情
報、避難所開設情報などを配信しています。（「埼玉県
防災情報メール」は無料でご利用いただけますが、メ
ールの受信に係る通信費用は利用者の負担となりま
す。）
※詳しくは、埼玉県ホームページ防災情
報メールのページをご覧ください。
問合せ　 埼玉県危機管理防災部　消防防災課　災害

対策担当ｔ０４８－８３０－８１８１

災害情報の入手方法

特集　コロナ禍のなかで災害に備える
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避
難
所
で
は
密
集
し
た
環
境
下
で
の

集
団
生
活
に
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
や
他
の
感
染
症
に
感
染
す
る
リ
ス

ク
が
高
ま
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
束
す
る

前
に
避
難
所
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
っ

た
場
合
、
３
つ
の
密
（
密
閉
・
密
集
・

密
接
）
を
で
き
る
だ
け
避
け
る
た
め
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
避
難
所
で
は
、
避
難
者
同
士
が
密
集

し
な
い
よ
う
に
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
（
２

メ
ー
ト
ル
以
上
）
を
確
保
で
き
る
よ
う

努
め
ま
す
。
そ
の
た
め
、
通
常
よ
り
も

広
い
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
本
当
に
避
難
が
必
要
な
人
が
避
難

所
を
利
用
で
き
る
よ
う
配
慮
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
ま
た
、
人
が
集

ま
り
や
す
い
場
所

で
は
、
で
き
る
だ

け
距
離
を
お
く
よ

う
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
避
難
所
に
入
る
と
き
や
避
難
所
で
生

活
し
て
い
る
と
き
に
、
発
熱
や
息
苦
し

さ
、
だ
る
さ
（
倦け
ん
怠た

い
感か

ん
）
な
ど
の
症
状

が
あ
る
人
は
、
避
難
所
に
い
る
職
員
に

必
ず
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

体
調
が
悪
い
と
き
は
、

必
ず
申
し
出
て
く
だ
さ
い

避難所に向かう際は、食料・飲料水・その他、自分
の身の回りで必要なものは自分で持っていくことが
基本になります。避難所にも非常食や飲料水、毛布
の備蓄はありますが、全ての町民分を十分に用意で
きているわけではありません。また、これまでの持
ち物に加え、マスクや消毒液・体温計などもできる
限り準備するようご協力をお願いします。
※リストは参考です。状況に応じて物品を用意してください。

一
人
ひ
と
り
の
感
染
防
止
に

対
す
る
意
識
が
重
要
で
す

思
い
や
り
を
も
っ
て
　

人
と
の
距
離
を
確
保
し
ま
し
ょ
う

２メートル

避難するときに持って行ったらいいもの

避難所で新型コロナウイルスの感染を予防するために皆さんにご協力いただきたいこと

新型コロナウイルス感染防止対策

□体温計　　□マスク　　□消毒液

□飲料水・食料　　　　　　□緊急用品、常備薬
□毛布・寝袋・衣類　　　□ウェットティッシュ
□予備の電池、携帯電話のモバイルバッテリー
□ラップ、ビニール袋
《女性向け》
□生理用ナプキン　　　　□サニタリーショーツ
□おりものシート　　　　□携帯用ビデ
□カップ付きタンクトップ　□防犯ブザー、笛
《高齢者向け》
□お薬手帳や処

しょ
方
ほう
箋
せん
　□紙おむつ・尿取りパッド

□メガネ・補聴器　□入れ歯　□栄養補助ゼリー
□情報メモ（緊急時の連絡先や持病のかかりつけ
医、薬など）

《子育て家庭向け》
□母子手帳のコピー　　　□紙おむつ
□おしりふき　　　　□ミルク・哺乳瓶・消毒液
□離乳食　　□アレルギー対応食　　　□お菓子
□情報メモ（保護者の名前、住所、アレルギー等）

避難生活で必要なものの一例

　
避
難
所
に
お
い
て
も
、
現
在
、
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
が
行
っ
て
い
る
感
染
防

止
策
が
と
て
も
大
切
で
す
。「
定
期
的

に
十
分
な
換
気
を
す
る
」、「
こ
ま
め
に

手
洗
い
を
す
る
」、「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を

守
る
」
な
ど
の
基
本
的
な
感
染
症
対
策

の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

手
洗
い
・
咳せ
き

エ
チ
ケ
ッ
ト
・

換
気
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

特集　コロナ禍のなかで災害に備える
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新型コロナウイルスの集団感染防止を考慮した避難所の設営について

　
現
在
、
町
の
災
害
対
応
、
と
く
に
避
難
所

の
開
設
は
新
た
な
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
要
因
の
一
つ
は
昨
年
の
台
風
第
19
号
で
の

経
験
で
す
。
当
町
に
お
い
て
も
、
１
時
間
雨

量
が
最
大
37
ミ
リ
、
累る
い

積せ
き

雨
量
が
３
６
３
ミ

リ
を
超
え
る
記
録
的
豪
雨
に
よ
り
、
複
数
河

川
で
越
水
が
発
生
し
、
床
上
13
件
、
床
下
26

件
の
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
ほ
か
、
農
業
用

取し
ゅ

水す
い

堰ぜ
き

の
流
出
や
林
道
へ
の
土
砂
流
入
、
苦

林
浄
水
場
の
浸
水
な
ど
こ
れ
ま
で
に
な
い
、

大
規
模
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。現
在
、

町
で
は
県
と
連
携
し
、
災
害
対
策
工
事
等
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
台
風
第
19
号
で
は
、
最
終
的
に
10 

か
所
の
避
難
所
を
開
設
し
、
３
９
６
世
帯

８
３
１
人
の
住
民
が
避
難
す
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
県
の
調
査
で
計
算
し
て

い
た
地
震
想
定
で
の
避
難
者
数
を
大
き
く
上

回
っ
て
お
り
、
物
資
の
不
足
や
要
配
慮
者
へ

の
対
応
な
ど
、
町
と
し
て
も
多
く
の
課
題
を

残
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
も
う
一
つ
の
要
因
は
こ
れ
ま
で
想

像
し
得
な
か
っ
た
全
国
的
な
感
染
症
の
蔓ま
ん

延え
ん

で
す
。
国
や
県
か
ら
感
染
症
対
応
に
お
け
る

指
針
や
避
難
所
運
営
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
発
表
さ
れ
、こ
れ
ら
を
基
に
、町
で
は
「
避

難
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
対
応
方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
基
本
的
な
考
え
方
は
、
①
避
難
所
に
お
け

る
過
密
状
態
の
防
止
、
②
避
難
所
に
お
け
る

衛
生
管
理
お
よ
び
避
難
者
の
健
康
管
理
の
徹

底
、
③
発
熱
等
の
症
状
が
あ
る
人
へ
の
適
切

な
対
応
の
３
点
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
町
で
は
台
風
第
19
号
の
経
験
と
、
こ
の
対

応
方
針
を
基
に
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
、

訓
練
の
実
施
な
ど
、
避
難
所
開
設
の
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
受
付
で
の
検
温

・
問
診
や
、
発
熱
者
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
、
決

め
ら
れ
た
避
難
ス
ペ
ー
ス
の
ご
利
用
を
お
願

い
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
避
難
所
運
営
と

は
異
な
る
部
分
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
避
難

者
を
感
染
症
か
ら
守
る
た
め
、
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
一
方
で
、
避
難
所
開
設
に
は
感
染
症
の
リ

ス
ク
が
多
く
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
で
き

る
限
り
の
感
染
症
対
策
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
が
、
平
常
時
か
ら
避
難
の
必
要
性
や
、
親

戚
、
友
人
宅
等
の
避
難
所
以
外
へ
の
避
難
に

つ
き
ま
し
て
も
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
避

難
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
町
が
作
成
し
て

お
り
ま
す
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
を
ご
確
認

い
た
だ
き
、
ご
不
明
な
点
や
心
配
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
総
務
課
消
防
防
災
係
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
毛
呂
山
町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
防
止
対
策
を
行
っ
た
避
難

所
の
運
営
を
行
う
た
め
、「
避
難
所
に

お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
対
応
方
針
」を
定
め
る
と
と
も
に
、

そ
の
方
針
を
基
に
８
月
３
日
（
月
）、

毛
呂
山
総
合
公
園
体
育
館
に
お
い
て
、

避
難
所
の
設
営
・
運
営
に
あ
た
る
町
職

員
を
対
象
に
避
難
所
開
設
訓
練
（
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
）
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
防
災
担
当
職
員
に
よ
る
講
座
を
行
っ

た
あ
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
脅
威
下
で
の
避
難
所
の
設
営
を
行

う
と
い
う
想
定
の
も
と
、
避
難
者
が
十

分
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
る
よ
う
、

世
帯
間
で
概お
お
むね

２
メ
ー
ト
ル
（
最
低
１

メ
ー
ト
ル
）
の
間
隔
を
空
け
た
訓
練
用

レ
イ
ア
ウ
ト
を
使
い
避
難
者
ス
ペ
ー
ス

の
整
備
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
避
難
者
受
入
時
に
事
前
に
非

接
触
型
体
温
計
を
使
用
し
た
検
温
と
問

診
。
発
熱
者
等
が
発
生
し
た
場
合
に
、

一
般
の
避
難
者
と
空
間
と
動
線
を
分
け

た
専
用
ス
ペ
ー
ス
へ
の
誘
導
お
よ
び
専

用
の
職
員
に
よ
る
対
応
。
一
般
の
避
難

者
に
対
し
て
は
間
隔
を
確
保
し
た
避
難

者
ス
ペ
ー
ス
へ
の
割
り
振
り
等
を
行
う

受
入
訓
練
を
行
う
と
と
も
に
、
実
際
に

職
員
役
、
避
難
者
役
を
体
験
す
る
こ
と

で
従
来
の
避
難
所
と
の
相
違
点
を
検
証

・
確
認
し
ま
し
た
。

※
「
避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
対
応
方
針
」
に
つ

い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

▲避難所開設訓練の様子。避難者の過密状態を防ぐため、卓球の防球フェンス
等を間仕切りにして世帯間の間隔を確保する。
▼避難所入口で非接触型体温計で検温を行い、避難者の振り分けを行う。

総務課消防防災係長　小山正史

特集　コロナ禍のなかで災害に備える



毛呂山町指定文化財
の古文書を読みなが
ら、町の歴史につい
て触れていきます。
今年度は「寛

かん
政
せい

問
もん

答
どう

記
き

」を解読していき
ます。

歴史民俗資料館
『古

こ

文
もん

書
じょ

活用講座』

競争入札参加資格審査申請は、毛呂山町役場ではなく、
埼玉県総務部入札審査課での受付となります。
※建設工事等だけでなく、物品・その他の業務委託（物
品等）についても同様となりますのでご注意ください。

▼受付期間　
　・建設工事、設計・調査・測量、土木施設維持管理
　　　新規申請／９月１日（火）～９月25日（金）
　　　更新申請／10月９日（金）～11月13日（金）
※更新申請については、建設工事のみで申請する場合
に限り受付期間が11月26日（木）までとなります。
　・物品、その他の業務委託（物品等）
　　　新規申請／10月19日（月）～12月４日（金）
　　　更新申請／10月５日（月）～12月４日（金）

令和３・４年度
競争入札参加資格審査申請の受付を行います

▼申請期間　詳しくは県HPをご覧ください。
　建設工事、設計・調査・測量、土木施設維持管理
　http://www.pref.saitama.lg.jp/a0212/

nyushinkoujitop/index.html
　物品・その他の業務委託（物品等）
　http://www.pref.saitama.lg.jp/a0212/

nyushinbuppintop/index.html

▼資格の有効期間　
　令和３年４月１日～令和５年３月31日（建設工事、

設計・調査・測量、土木施設維持管理、物品等）
▼問合せ　埼玉県総務部入札審査課

　ｔ048−830−5771（工事担当）
　ｔ048−830−5775（物品担当）

▼案内書配布　10月15日（木）から

▼願書受付　　11月 ２日（月）から

募集受付園 住所 電話番号
毛呂山愛仕幼稚園（１号認定）
幼稚園型認定こども園 岩井西4−13−2 294−0977

ながせ幼稚園
私学助成型幼稚園 前久保497 294−2243

ときわぎこども園（１号認定）
幼保連携型認定こども園 平山2−11−1 294−4992

▼預かり保育　町と協力して実施しています。保育の
必要性の認定を町に申請し、新２号認定を受けると
預かり保育料の一部が無償となります。

▼ 幼児教育の無償化　保育料の一部が無償となりま
す。詳しくは、役場子ども課や各園にお問い合わせ
ください。

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、入園説
明会や公開保育、運動会などの実施については、各園
のホームページなどをご覧になるか、各園にお問い合
わせください。

▼問合せ　各園にお問い合わせください。

令和３年度
私立幼稚園園児募集

▼日時　９月20日（日）、10月10日（土）、10月25日
（日）、11月８日（日）、12月12日（土）（全５回）

　午後１時30分～２時30分

▼場所　歴史民俗資料館学習室

▼定員　10人（先着順）

▼料金　無料

▼講師　岡
おか

田
だ

昌
まさ

晴
はる

さん（歴史民俗資料館歴史専門調査
員）

▼持ち物　筆記用具
※マスクの着用をお願いします。

▼ 申込み　９月19日（土）までに下記にお申し込み
ください（電話・ファクス・メール可）。

▼問合せ　歴史民俗資料館ｔ295−8282
　ｆ295−8297　 rekisi@town.moroyama.lg.jp
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認知症について正しく理解し、認知症の人やその家族
の「応援者」である「認知症サポーター」になりませ
んか。受講者には認知症サポーターの証

あかし
であるオレン

ジリングをお渡しします。

▼日時　10月８日（木）　午後２時～３時30分

▼場所　くらしワンストップM
モ ロ
ORO　H

ハ ピ ネ ス
APPINESS館

　（毛呂山町毛呂本郷1006番地）

▼対象　町内在住・在勤・在学者

▼定員　15人（先着順）
▼講師　立石みゆいさん（丸木記念福祉メディカルセ

ンター認知症疾
しっ

患
かん

医療センター相談員）

▼持ち物　筆記用具

▼申込み　９月30日（水）までに下記まで（電話可）。

▼問合せ　役場高齢者支援課高齢者福祉係
　ｔ295−2112 127・128、丸木記念福祉メディカル

センター認知症疾患医療センターｔ276−1486

認知症サポーター
養成講座

令和３年４月に町立小学校に入学予定のお子さんを対
象に就学時健康診断を行います。

▼日時

※各校とも開始15分前から受付します。
※今年度は埼玉県家庭教育アドバイザーによる子育て
講座を行いません。

▼場所　各通学区の小学校

▼対象　平成26年４月２日～平成27年４月１日生まれ
※対象者には別途郵送で通知します。

▼問合せ　教育委員会学校教育課学務係
　ｔ295−2112 531

町立小学校の就学時
健康診断を行います

学　校　名 日　　時
毛呂山小学校 10月５日（月）午後１時20分～
川角小学校 10月９日（金）午後１時15分～
光山小学校 10月２日（金）午後１時45分～
泉野小学校 10月７日（水）午後１時30分～

毛呂山町のゆずの里ＣＡＴＶが野菜工場の事業化に着
手し、フリルレタスの製品化に成功しました。
このフリルレタスはＬＥＤの光を使った無農薬栽培で
衛生管理の徹底した工場生産のため、洗わずに食べる
ことができます。ゆずの里ＣＡＴＶでは、今後、順次
加入者にお配りし、また10月以降に一般販売を行う
予定です。

ゆずの里CATV生産の
レタスの初出荷

令和元年の台風第19号の際に、避難所に何を持って
行ったらいいのかわからないとの声があり、毛呂山消
防団女性消防団員が100円ショップで揃う防災グッズ
の掲示物を作成しました。昨年度から町内で行われて
いるイベントなどで展示しており、９月４日（金）ま
で役場１階ロビーで展示しています。
平時から災害対応に備えておくことが大切です。もう
一度自分の家の防災グッズを確認しましょう。

女性消防団員による
防災グッズ展示
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毛呂山町立図書館ｔ295−1015

午前９時30分～午後７時
土・日曜日、祝日は午後５時30分まで
図書・雑誌など ▼ 10点まで／３週間
CD・DVDなど ▼ ５点まで／２週間

著者　 ▼ 山崎　聡一郎
出版　 ▼ 弘文堂
みんなの安心で安全な生活を守っている「法
律」。それを誰でも読める文章に直したこの本
は、「いじめという犯罪を無くしたい」という
著者の熱い想いから生まれました。子どものた
めの本ですが、大人が読んでもたくさんのこと
に気付かされる一冊です。

子どもインフルエンザ予防接種費用の一部を助成します

▼対象期間　10月１日（木）～令和３年１月31日（日）
※実施期間は医療機関によって異なる場合があります。

▼対象者　次のいずれにも該当するお子さん
　①毛呂山町に住民登録がある。
　②接種日現在、生後６か月から中学３年生。

▼助成後の自己負担額　2,550円（１回あたり）

▼助成回数　６か月～12歳/２回、13歳以上/１回
※対象期間中に13歳になるお子さんは、初回接種時
に12歳であれば、２回の接種を助成します。

▼申請期間　９月１日（火）から
▼接種手順　①指定医療機関に予防接種を申込み。

　②保健センターに予診票請求書を提出し、説明書と
予診票を受け取る。　③予約当日、医療機関に「予
診票」、「母子手帳」、「健康保険被保険者証」を持参
して接種します。

※費用の助成を受けるには、手順に従い、指定医療機
関で接種を受ける必要があります。その他の場合は助
成の対象となりませんのでご注意ください。
※予診票請求書は町HPからもダウンロードできます。
※②については郵送による手続きもできます。詳しく
は毛呂山町ホームページをご確認ください。

▼問合せ　保健センターｔ294−5511所在地 医療機関名 電話番号

毛呂山町

埼玉医科大学病院 ※かかりつけのみ

ゆずの木台クリニック 
※小学5年生以上 295−5158　

長瀬クリニック　※1歳以上 295−0708
初野医院 294−7713
街かどのクリニック
※13歳以上 298−5357

おっぺ小児科アレルギー科ク
リニック　※1歳未満要相談 295−5550

鳩山町
鳩山第一クリニック 296−6800
福島内科 298−0600

越生町
かあいファミリークリニック
※1歳以上 299−6222

市川医院 292−3011
日高市 芳村医院 042−985−1433

東松山市 こどもクリニックいとう小児科 0493−34−4145

所在地 医療機関名 電話番号

坂戸市

浅羽クリニック　※1歳以上 284−1114
坂戸西診療所 289−5111
渋谷こどもクリニック 284−1881
藤井小児科医院 283−7272
花水木こどもクリニック 282−8732
伊利医院 281−0431

鶴ヶ島市

厚友クリニック 272−3903
しんまちクリニック 271−6154
鶴ヶ島医院 285−0179
みなくち小児科 287−5755
若葉こどもクリニック 279−0070

川越市 愛和病院 235−8811

今月の ススオ メの一冊

『こども六法』
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TAX

▼納付することができる税金等
　・町県民税（普通徴収分）　　・固定資産税
　・軽自動車税　　・国民健康保険税
　・上下水道料金

▼利用可能金融機関（預貯金口座）　
　・埼玉りそな銀行　　・武蔵野銀行
　・ゆうちょ銀行　　　・みずほ銀行　ほか

▼ＰａｙＢの利用方法　
　①スマートフォンに利用する金融機関に対応したア

プリをダウンロード
　②住所・氏名・パスワードなどを登録
　③納付書のバーコードをスキャン
　④決済内容の確認・実行

スマホから町税納付ができます！ぜひご利用ください

スマートフォンやタブレットを利用して、スマホ決済アプリ「ＰａｙＢ（ペイビー）」で納付書にあるバ
ーコードを読み取り、預貯金口座から即時、町税等を納付することができます。町の窓口や金融機関など
に出向かなくても、いつでもどこでも納付できます。新型コロナウイルスの感染拡大防止のためにも、ぜ
ひご利用ください。

※注意事項
　・領収書は発行されません。領収書や軽自動車納税

証明書（車検用）を必要とする場合は、納付書裏
面記載の金融機関やコンビニエンスストア等の窓
口で納付してください。

　・納付書のバーコードが読み取れない場合またはバ
ーコード印字が無い場合（金額が30万円をこえ
るもの）は利用できません。

　・納付書バーコードの使用期限を過ぎると利用でき
ません。

　・ＰａｙＢアプリのダウンロードは無料です。ただ
し、アプリのダウンロードおよび利用にかかるパ
ケット通信料はご本人負担となります。

▼問合せ　役場税務課納税係ｔ295−2112 194・195
　　　　　役場水道課業務係ｔ295−2112 162・163

非常時を含め、相手の方を心配する手話を紹介します。
疑問の最後は、相手の方に尋ねるときの気持ちで表現しましょう。また、身体状況も確認しながら行いま
しょう。

▼問合せ　役場福祉課障害福祉係　ｔ295−2112 114・115・116

みんなで手話を覚えよう　　　　　 気遣
づか

い編

指先を左肩から右肩にあてる

■困ったことはありませんか？

掌
てのひら

を下に向けて軽くおろす

→

■大丈夫ですか？

＋ ＋

４指を軽く曲げ、こめかみ
の所で、２回前後させる

協力／社会福祉協議会職員

↔
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90
％
以
上
の
人
が「
広
報
も
ろ
や
ま
」

を
自
治
会
な
ど
か
ら
の
配
付
に
よ
っ
て

入
手
し
て
い
る
と
い
う
結
果
で
し
た
。

な
お
、「
広
報
も
ろ
や
ま
」
は
、
町
内

の
公
共
施
設
の
ほ
か
、
一
部
の
コ
ン
ビ

ニ
や
駅
な
ど
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。

「
そ
の
他
」
を
選
択
さ
れ
た
人
は
、「
職

場
で
回
覧
」
や
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ア

プ
リ
（
マ
チ
イ
ロ
）
な
ど
で
閲
覧
」
と

の
回
答
で
し
た
。

「
広
報
も
ろ
や
ま
」
の
入
手
方
法

公共施設
3.0％

その他
3.8％

コンビニなど
1.5％

０～１日
32.6％

２～３日
40.1％

４～７日
22.0％

１週間以上
5.3％

全てのページを
じっくり読む

40.1％

必要な記事だけ
を読む
31.1％

ざっと目を通す
程度

26.5％

全く読まない0.8％
ほとんど読まない

1.5％

　
「
全
て
の
ペ
ー
ジ
を
じ
っ
く
り
読
む
」

が
約
40
％
と
も
っ
と
も
多
い
回
答
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
「
必
要
な
記
事
だ
け

読
む
」
が
約
31
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
約
12
年
前
に
行
っ
た
同
様
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
全
て
の
記
事
を
読

む
」
が
約
47
％
、「
必
要
な
記
事
だ
け

読
む
」が
同
じ
く
47
％
と
な
っ
て
お
り
、

広
報
に
対
す
る
興
味
・
関
心
が
低
下
し

て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

非常に満足
8.3％

満足
44.7％

普通
43.9％

不満
2.3％

非常に不満
0.8％

　
「
非
常
に
満
足
」
お
よ
び
「
満
足
」

と
回
答
し
た
人
を
合
わ
せ
る
と
50
％
を

超
え
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
毛
呂
山
町
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
Ｔツ

イ

ッ

タ

ー

ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
と
い
っ
た

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信
も
行
っ
て
い

ま
す
が
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由

記
述
欄
な
ど
か
ら
も
、
広
報
紙
の
必
要

性
や
広
報
を
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
町
民
の
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま

え
、皆
さ
ん
の
貴
重
な
意
見
を
参
考
に
、

な
る
べ
く
多
く
の
町
民
の
方
を
広
報
紙

に
取
り
上
げ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
皆
さ

ん
に
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
づ
く
り
を
し

て
い
き
ま
す
。

「
広
報
も
ろ
や
ま
」
の
満
足
度

「
広
報
も
ろ
や
ま
」
を

ど
の
よ
う
に
読
ん
で
い
る
か

 

発
行
か
ら
手
元
に
届
く
日
数

　
「
広
報
も
ろ
や
ま
」
は
、
原
則
、
毎

月
一
日
に
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
（
一
日

が
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
そ
の
前
の

平
日
）。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
発

行
か
ら
３
日
以
内
で
届
く
人
が
７
割
以

上
で
し
た
が
、
１
週
間
以
上
か
か
る
と

い
う
人
も
約
５
％
い
ま
し
た
。
自
治
会

等
の
配
付
方
法
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

自治会などから
配付

91.7％

広報もろやま
アンケート調査結果

町民皆さんの身近な情報誌として親しまれている「広報もろやま」。読者の皆さんの
意見や要望を把握し、より良い広報紙を作成するために、町公式ＬＩＮＥ登録者を対
象にアンケート調査を実施しました。
問合せ　役場秘書広報課広報広聴係　ｔ２９５－２１１２内線３３２

■アンケート実施期間　令和２年７月10日（金）～20日（月）　　　
■回答者数　132人（回答率6.6％）
※毛呂山町公式ＬＩＮＥ登録者数1,991人
（令和２年７月20日時点のターゲットリーチ数）

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
回
答
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
♪
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※複数回答可（３つまで）

　
皆
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
・

ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
な

か
か
ら
主
な
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
各
地
域
の
青
年
会
の
活
動
や
活
躍
を

掲
載
し
て
ほ
し
い
。

・
中
学
生
の
部
活
で
頑
張
っ
て
る
姿
も

取
り
上
げ
て
ほ
し
い
。

・
評
判
の
良
い
三
芳
町
の
広
報
を
参
考

に
、
も
っ
と
軽
い
感
じ
で
開
け
る
よ

う
に
。
せ
っ
か
く
企
画
や
特
集
を
や

っ
た
り
自
治
会
で
配
っ
て
も
、
読
み

た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
な
い
と
意
味

が
な
い
。　
　

・
子
ど
も
向
け
の
一
コ
マ
を
設
け
、
子

ど
も
に
も
手
に
と
っ
て
も
ら
う
の
も

良
い
と
思
い
ま
す
。

・
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

対
応
の
飲
食
店
を
ス
マ
ホ
で
見
て
ま

す
が
、
ネ
ッ
ト
が
で
き
な
い
方
に
も

広
く
周
知
で
き
る
よ
う
広
報
で
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
対
応
の
飲
食
店
を
紹
介
す

る
企
画
が
あ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

・
毎
月
必
ず
読
ん
で
い
ま
す
。
質
の
悪

い
イ
ラ
ス
ト
素
材
の
乱
用
が
目
立

つ
。
作
成
経
験
が
無
い
、
ネ
タ
に
困

っ
て
い
る
田
舎
の
広
報
紙
と
い
う
感

じ
が
す
る
。

・
学
校
で
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
写

真
で
も
っ
と
見
た
い
で
す
。
作
品
を

紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
を
増
や
す
、
学
校

で
の
授
業
や
行
事
等
。

・
高
齢
者
向
け
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
、

若
い
世
代
で
も
興
味
を
ひ
く
内
容
な

ら
も
っ
と
活
用
し
た
い
。

・
表
紙
の
写
真
が
い
つ
も
素
敵
で
毎
月

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

・
役
場
の
仕
事
の
紹
介
や
事
業
の
説
明

を
毎
月
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
紹
介
し

て
ほ
し
い
。

・
い
つ
も
素
敵
な
広
報
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！　

・
以
前
よ
り
読
み
や
す
く
な
っ
た
気
が

し
ま
す
。

・
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
自
治
会
や
子
ど

も
会
の
特
集
や
他
の
地
区
が
ど
ん
な

活
動
を
し
て
る
か
を
知
り
た
い
。　

・
町
内
で
飼
わ
れ
て
る
ペ
ッ
ト
の
写
真

の
募
集
な
ど
。

・
も
ろ
丸
く
ん
が
可
愛
く
て
好
き
な
の

で
も
ろ
丸
く
ん
特
集
お
願
い
し
ま
す
。

・
町
に
招
致
し
た
工
場
の
紹
介
、
町
で

間か
ん
伐ば

つ
を
し
て
い
る
団
体
の
話
題
。

・
若
い
世
代
に
は
読
み
や
す
い
と
思
う

が
、
年
配
の
方
に
は
字
が
小
さ
い
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
や
災
害
で
暗
い
気
持
ち

に
な
り
が
ち
な
の
で
、
毛
呂
山
町
の

美
し
い
景
色
な
ど
で
癒
さ
れ
た
い
で

す
。

 

自
由
記
述
欄

 

今
後
期
待
す
る
記
事
・
企
画

　
「
広
報
も
ろ
や
ま
」
で
今
後
期
待
す

る
企
画
で
も
っ
と
も
多
い
回
答
が
「
町

の
お
店
の
紹
介
」
で
、
次
が
「
町
の
特

産
品
の
紹
介
」
で
し
た
。「
広
報
も
ろ

や
ま
」
で
は
、
今
後
も
地
域
に
密
着
し

た
町
の
広
報
紙
な
ら
で
は
の
記
事
を
掲

載
し
て
い
き
ま
す
。
広
報
に
取
り
上
げ

て
ほ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
（「
珍
し
い
花
が

咲
い
た
」、「
す
ご
い
特
技
を
も
っ
た
人

が
い
る
」
な
ど
な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
）

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
秘
書
広
報
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

広報もろやま
アンケート調査結果

「広報もろやま」アンケート調査結果
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− − − −

　
お
知
ら
せ

役場の開庁日時

平日　午前８時30分～午後５時15分
毎月第１土曜日　午前８時30分～
　正午（一部窓口のみ）
※各種手続きや業務についてのお問
い合わせは、平日の開庁時間にご連
絡ください。

広報もろやま略記号一覧
㊐日時・日にち　　　　　場場所
対対象者　　 内容　　　定定員
料料金　　　 持ち物　　申申込み
問問合せ　　ｔ電話番号　 内線
ｆファクス番号　 メールアドレス
ｈホームページアドレス
健康マイレージ対象事業

人口と世帯
人口	 33,274人　	（－53人）
男 	 16,585人　	（－31人）
女 	 16,689人　	（－２２人）
世帯	 15,879世帯	（－１２世帯）
※令和２年８月１日現在（前月１日比）

役場では、毎月第１土曜日の午前中に、一部の課
で窓口業務を行う『土曜開庁』を実施しています。
㊐　９月５日（土）、10月３日（土）
　　午前８時30分～正午
場　役場高齢者支援課・住民課・子ども課・福祉
課・税務課

土曜開庁夜間納税窓口
㊐　毎月第２・３水曜日　午後５時15分～７時
　町税・国民健康保険税の納税、納税相談

休日納税相談・納入窓口
㊐　９月27日（日）　午前９時～午後３時（毎月１回、日曜日）
　納税および保険料の納入・相談、口座振替の申込み
　通帳と届出印
問　役場税務課納税係ｔ 194・195　
　　役場高齢者支援課医療保険料係ｔ 176

「
屋
外
広
告
物
」
の

設
置
は
適
正
に

第
８
期
毛
呂
山
町
高
齢
者
総
合
計

画
策
定
の
審
議
を
行
う
に
あ
た

り
、
左
記
の
会
議
の
傍ぼ

う
聴ち

ょ
うお

よ
び

会
議
の
議
事
録
を
閲え

つ
覧ら

ん
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。傍
聴
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。	

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
状
況
に
よ
っ
て
は

傍
聴
を
ご
遠
慮
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。

㊐　

①
９
月
29
日
火
、
②
11
月
19

日
木
、
③
12
月
２２
日
火
、
④
２

月
16
日
火

※
各
回
午
後
１
時
30
分
か
ら
。

場
　
①
③
／
役
場
２
０
１
会
議
室

　
　
②
④
／
東
公
民
館
会
議
室
１

問　
役
場
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者

福
祉
係
ｔ

１
２
９

高
齢
者
総
合
計
画
推
進
会

議
を
公
開
し
ま
す

令
和
２
年
７
月
１
日
付
け
で
、
新

た
に
人
権
擁
護
委
員
が
委い

嘱し
ょ
くさ

れ

ま
し
た
。
人
権
擁
護
委
員
は
、
法

務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
、
地
域
で

の
人
権
相
談
や
人
権
啓
発
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

人
権
相
談
は
、
法
務
局
な
ど
で
行

う
常
設
相
談
の
ほ
か
、
毎
月
第
２

木
曜
日
に
役
場
で
相
談
所
を
開
設

し
て
い
ま
す
（
日
時
は
毎
月
の
広

報
も
ろ
や
ま
「
町
の
無
料
相
談
」

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
）。

新
任
委
員　
有
山
道
春
さ
ん

問　
役
場
総
務
課
自
治
振
興
係

　
ｔ

３
１
４

新
任
人
権
擁よ
う
護ご

委
員
を

紹
介
し
ま
す

今
月
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
月
間
で
す

９
月
21
日
は
認
知
症
へ
の
理
解
を

進
め
る
た
め
に
、
国
際
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
協
会
が
制
定
し
た
世
界

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
で
す
。
９

月
を
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
と
し

て
全
国
各
地
で
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
本
町
で
も
図
書
館
に

お
い
て
、
認
知
症
へ
の
理
解
啓
発

の
た
め「
認
知
症
特
設
コ
ー
ナ
ー
」

を
９
月
30
日
水
ま
で
設
け
、
認
知

症
を
理
解
し
や
す
い
本
の
紹
介
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
10
月
８
日

木
に
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
く
ら
し
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

Ｍモ

ロ

Ｏ
Ｒ
Ｏ　
Ｈ

ハ

ピ

ネ

ス

Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

館
に
て
開
催
し
ま
す（
Ｐ
９
参
照
）。

問　
役
場
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者

福
祉
係
ｔ

１
２
８

多
数
の
利
用
者
の
建
物
の

耐
震
診
断
・
改
修
の
補
助

多
子
世
帯
に
よ
る

住
宅
取
得
補
助
金

埼
玉
県
で
は
多
子
世
帯
を
対
象
に

住
宅
取
得
の
諸
経
費
に
対
し
て
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
多
子
世
帯
と
は
18
歳
未
満
の
子

３
人
以
上
ま
た
は
２
人
（
条
件
付

き
）
の
世
帯
。

対　
中
古
住
宅

戸
建
住
宅
／
床
面
積
１
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上

マ
ン
シ
ョ
ン
／
床
面
積
80
平
方
メ

ー
ト
ル
以
上
ま
た
は
５
室
以
上

定　
１
４
０
件

※
予
算
件
数
に
達
し
次
第
終
了
。

申
・
問　
令
和
３
年
３
月
15
日
月

ま
で
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
埼
玉
県
住
宅
課

総
務
・
民
間
住
宅
担
当

　

ｔ
０
４
８−

８
３
０−

５
５
６
３
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９
月
１
日
火
か
ら
10
日
木
は
「
屋

外
広
告
物
適
正
化
旬じ

ゅ
ん

間か
ん

」で
す
。

広
告
板
や
立
看
板
な
ど
の
屋
外
広

告
物
は
、
情
報
提
供
や
、
ま
ち
の

活
気
や
に
ぎ
わ
い
の
演
出
に
効
果

的
で
す
。し
か
し
、無
秩
序
に
設
置

す
る
と
、
景
観
を
損
な
っ
た
り
、

人
に
危
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る

と
き
や
、
設
置
場
所
を
提
供
す
る

と
き
は
、十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問　
役
場
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
都

市
計
画
係
ｔ

１
５
２

「
屋
外
広
告
物
」
の

設
置
は
適
正
に

県
で
は
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
建
築
確
認
を
取
得
し
、
建
て
ら

れ
た
建
築
物
の
耐
震
診
断
、
耐
震

補
強
設
計
、
耐
震
改
修
工
事
費
用

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
診
療
所
、
店
舗
、

福
祉
施
設
な
ど

補
助
割
合　
①
耐
震
診
断
２
／
３

②
設
計
費
２
／
３　

　
③
工
事
費
23
％

※
上
限
１
３
０
０
万
円
ま
で
。

問　
埼
玉
県
建
築
安
全
課

　

ｔ
０
４
８−

８
３
０−

５
５
２
７

多
数
の
利
用
者
の
建
物
の

耐
震
診
断
・
改
修
の
補
助

も
ろ
バ
ス
の
車
両
が

新
し
く
な
り
ま
す

９
月
25
日
金
か
ら
も
ろ
バ
ス
の
車

両
が
新
し
く
な
り
ま
す
。
車
両
の

色
は
い
ま
ま
で
ど
お
り
（
め
じ
ろ

号
／
青
色
、や
ぶ
さ
め
号
／
緑
色
、

ゆ
ず
号
／
黄
色
）
と
な
り
ま
す
。

※
車
両
の
入
れ
替
え
準
備
が
必
要

な
た
め
、
９
月
24
日
木
は
タ
ク
シ

ー
車
両
で
運
行
を
行
い
ま
す
。

問　
役
場
企
画
財
政
課
企
画
係

　

ｔ

３
２
１

60
歳
ま
で
の
年
金
加
入
期
間
が
短

く
受
給
資
格
期
間
（
原
則
10
年
）

が
不
足
し
て
い
る
人
、
保
険
料
の

未
納
期
間
が
あ
り
年
金
額
を
満
額

に
近
づ
け
た
い
人
は
、
60
歳
か
ら

65
歳
に
な
る
ま
で
国
民
年
金
に
任

意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る

人
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

※
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
で
、
65
歳
ま
で
加
入
し

年
金
の
任
意
加
入
制
度
に

つ
い
て

農
林
水
産
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

全
国
で
年
間
３
０
０
人
以
上
の
方

々
が
農
作
業
中
の
事
故
で
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。
普
段
慣
れ
て
い
る

作
業
で
も
危
険
が
伴
う
こ
と
を
再

認
識
し
、
安
全
作
業
に
努
め
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
夏
の
農
作
業
は
熱

中
症
に
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問　
毛
呂
山
町
農
業
委
員
会
事
務

局
ｔ

２
１
６

農
作
業
中
の
事
故
や
熱
中

症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

認
知
症
の
早
期
発
見
・
早
期
診
断

・
早
期
治
療
を
目
的
に
、
年
度
内

に
70
歳
を
迎
え
る
人
を
対
象
に
認

知
症
検
診
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

申
込
み
後
、
受
診
券
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
到
着
後
に
医
療
機
関
へ

電
話
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

検
査
内
容
は
問
診
を
中
心
と
し
た

簡
易
的
な
検
査
で
す
。

対　
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
昭
和

25
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
26
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
（
医
療

機
関
で
、
す
で
に
認
知
症
と
診

認
知
症
検
診
が

受
診
で
き
ま
す

て
も
受
給
資
格
を
得
ら
れ
な
い
場

合
は
さ
ら
に
70
歳
ま
で
加
入
で
き

ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　
役
場
住
民
課
国
保
年
金
係

　

ｔ

１
３
５
・
１
３
６

断
さ
れ
た
人
は
除
く
）

場
　
Ｈ

ハ

ピ

ネ

ス

Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
館
ク

リ
ニ
ッ
ク

申
・
問　
11
月
20
日
金
ま
で
に
役

場
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
福
祉

係
に
て
申
込
み
（
電
話
可
）。

ｔ

１
２
９

埼
玉
県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
売
上
が
一

定
程
度
減
少
し
た
テ
ナ
ン
ト
事
業

者（
中
小
企
業・個
人
事
業
主
等
）

に
対
し
て
、
家
賃
の
負
担
を
軽
減

す
る
支
援
金
を
交
付
し
ま
す
。

対　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
を
受
け
て
い
る
中
小
企
業
・

個
人
事
業
主
等
で
、
①
国
の
家

賃
支
援
給
付
金
の
給
付
決
定
を

受
け
て
い
る
、
②
昨
年
の
月
平

均
売
上
が
15
万
円
以
上

　
な
ど
の
要
件
に
該
当
す
る
人

補
助
率　
月
額
支
払
家
賃
の
１
／
15

の
６
か
月
分
（
上
限
20
万
円
ま

た
は
30
万
円
）

申　

令
和
３
年
２
月
15
日
月
ま

で
。県
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
埼
玉
県
中
小
企
業
等
支
援
相

談
窓
口
ｔ
０
５
７
０

−

０
０
０

−

６
７
８
（
午
前
９
時
～
午
後

６
時
）

埼
玉
県
中
小
企
業
・
個
人

事
業
主
等
家
賃
支
援
金



16２０２０．９

　
講
習
・
教
室

甲
種
・
乙
種
防
火
管
理

新
規
講
習

㊐　
10
月
22
日
木
、
23
日
金

※
受
付
は
10
月
１
日
木
、
２
日
金

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分

ま
で
で
す
。

場　
西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防

本
部

定　
20
人
（
先
着
順
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
人
数
を
減
ら
し

て
実
施
し
ま
す
。

料　
４
０
０
０
円

申　
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問　
西
入
間
広
域
消
防
組
合　
消

防
本
部
予
防
課

　
ｔ
２
９
５

−

０
１
６
３

ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
促
進
に
向

け
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
就
業
に
必
要
な
技
能
と
知
識

を
習
得
し
、
就
職
活
動
を
充
実
さ

せ
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

㊐　
10
月
１
日
木
、
２
日
金
午
前

ひ
と
り
親
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
教
室

悠
久
園
家
族
介
護
教
室

㊐　
９
月
16
日
水

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
知
っ
て
お
こ
う
！　
薬
の
正

し
い
使
用
方
法

講
師　
下
田
美み

貴き

子こ

さ
ん
（
株
式

埼
玉
青
年
司
法
書
士
協
議
会
と
全

国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
で
は
、

養
育
費
に
関
す
る
全
国
一
斉
の
電

話
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
（
無
料
）。

　

ｔ
０
１
２
０−

５
６
７−

３
０
１

㊐　
９
月
12
日
土

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

問　
石
山
司
法
書
士
事
務
所　
石

山
剛

　

ｔ
０
４
８−

４
８
６−

９
４
７
３

司
法
書
士
に
よ
る
手
続
支
援

の
た
め
の
養
育
費
相
談
会

　
　
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

場　

坂
戸
市
文
化
施
設
オ
ル
モ

（
坂
戸
市
芦
山
町
１

−

２
）

　
選
べ
る
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル

講
座
＆
就
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

対　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
ま
た
は

寡か

婦ふ

定　
15
人
（
応
募
多
数
の
場
合
、

抽
選
）

料　
８
０
０
円
（
教
材
費
）

申　
往
復
は
が
き
に
①
「
パ
ソ
コ

ン
教
室
（
第
４
回
）」、
②
郵
便

番
号
・
住
所
、
③
氏
名
、
④
年

齢
、⑤
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

〒
３
３
０

−

０
０
７
４
さ
い
た

ま
市
浦
和
区
北
浦
和
５

−

６

−

５　
埼
玉
県
浦
和
合
同
庁
舎
内

公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
母
子
寡

婦
福
祉
連
合
会
あ
て
（
メ
ー
ル

の
場
合
はinfo@

saiboren.or. 
jp

）
に
９
月
15
日
火
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　

公
益
財
団
法
人 

埼
玉
県
母

子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　

ｔ
０
４
８−

８
２
２−

１
９
５
１

　
相
談

会
社
ゆ
ず
の
木
薬
局　
薬
剤
師
）

場　
悠
久
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー　
会
議
室

料　
無
料

申
・
問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
悠
久
園
支
所

　

ｔ
２
９
５

−
８
３
８
３

※
当
日
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

「
も
の
忘
れ
が
多
く
な
っ
た
」、「
家

族
の
様
子
が
お
か
し
い
」、「
ど
こ

に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な

い
」
な
ど
悩
み
を
か
か
え
て
い
ま

せ
ん
か
？　
も
の
忘
れ
相
談
会
は

専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
お
話
を
伺
い

ま
す
。
個
室
で
相
談
を
受
け
ま
す

の
で
、
周
囲
に
聞
か
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

㊐　

９
月
17
日
木　

　
　
午
前
10
時
～
正
午

場　
中
央
公
民
館

　
も
の
忘
れ
や
認
知
症
に
関
す

る
相
談

対　
町
内
在
住
で
、
も
の
忘
れ
や

認
知
症
に
つ
い
て
不
安
が
あ
る

人
や
そ
の
家
族

も
の
忘
れ
相
談
会
～
一
人

で
悩
ま
ず
相
談
し
よ
う
～

申
・
問　
９
月
16
日
水
ま
で
に
役

場
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
福
祉

係
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
ｔ

１
２
７

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
皆
さ
ん
の
不
安
を
少
し
で

も
取
り
除
く
た
め
、
司
法
書
士
が

無
料
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

ｔ
０
４
８−

８
７
２−

８
０
５
５

㊐　
12
月
25
日
金
ま
で
の
月
・
水

・
金
曜
日

　
午
後
６
時
～
８
時
（
水
曜
日
は

午
後
２
時
～
５
時
）

問　
埼
玉
司
法
書
士
会
事
務
局

　

ｔ
０
４
８−

８
６
３−

７
８
６
１

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関

す
る
困
り
ご
と
電
話
相
談
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情
報
交
換

環
境
保
全
な
ど
に
取
り
組
む
個

人
、
県
民
団
体
、
環
境
負
荷
低
減

な
ど
に
取
り
組
む
事
業
者
を
埼
玉

県
知
事
が
表
彰
し
ま
す
。

詳
細
は
埼
玉
県
環
境
部
環
境
政
策

課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

応
募
資
格　
県
内
で
活
動
す
る
団

体
、
事
業
者
、
個
人
（
自
薦
、

他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
）。

応
募
方
法　
10
月
２
日
金
ま
で
に

埼
玉
県
環
境
政
策
課
へ
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

問　
埼
玉
県
環
境
部
環
境
政
策
課

ｔ
０
４
８−
８
３
０−

３
０
１
９

令
和
２
年
度
彩
の
国
埼
玉

環
境
大
賞
の
候
補
者
募
集

埼
玉
県
で
は
、
動
物
の
愛
護
お
よ

び
管
理
に
関
す
る
法
律
第
38
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
動
物
の
愛
護
や

正
し
い
飼
い
方
に
関
す
る
知
識
情

報
な
ど
の
普
及
啓
発
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
積
極
的
・
自
主
的
に

ご
協
力
を
い
た
だ
く
「
彩
の
国
動

物
愛
護
推
進
員
」を
募
集
し
ま
す
。

申　
11
月
30
日
月
ま
で
に
埼
玉
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
申
し
込

「
彩
の
国
動
物
愛
護
推
進

員
」
を
公
募
し
ま
す
！

自
衛
官
採
用
試
験

防
衛
大
学
校
学
生
一
般

・
試
験
期
日
（
１
次
）
／
11
月
７

日
土
お
よ
び
８
日
日

・
受
付
日
／
10
月
22
日
木
ま
で

防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

・
試
験
期
日
（
１
次
）
／
10
月
24

日
土
お
よ
び
25
日
日

・
受
付
日
／
10
月
７
日
水
ま
で

防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

（
自
衛
官
候
補
看
護
学
生
）

・
試
験
期
日
（
１
次
）
／
10
月
17

日
土

・
受
付
日
／
10
月
１
日
木
ま
で

■
共
通
事
項

・
応
募
資
格
／
高
卒
者
（
見
込
み

含
む
）
18
歳
以
上
21
歳
未
満

※
応
募
資
格
年
齢
起
算
日
は
種
目

ご
と
に
異
な
っ
て
い
ま
す
。

※
自
衛
官
候
補
生
の
募
集
は
年
間

を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

※
入
間
地
域
事
務
所
で
は
毎
月
１

回
説
明
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
、
各
種
資
料
の
請

求
は
左
記
ま
で
。

問　
防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協

力
本
部
入
間
地
域
事
務
所

　

ｔ
０
４−

２
９
２
３−

４
６
９
１

　
募
集

み
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
各
保

健
所
（
政
令
市
・
中
核
市
を
除

く
）
ま
た
は
埼
玉
県
動
物
指
導

セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
設
置
す
る

募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
埼
玉
県
保
健
医
療
部
生
活
衛

生
課
総
務
・
動
物
指
導
担
当

　

ｔ
０
４
８−
８
３
０−

３
６
１
２

　

a3600-02@
pref.saitam

a.
lg.jp

今
年
の
秋
も
、
カ
ラ
フ
ル
な
羽
毛

ゲ
イ
ト
ウ
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け

ま
す
。
今
年
は
な
ん
と
５
色
の
花

畑
！
約
50
万
本
が
広
が
り
ま
す

（
見
頃
10
月
中
旬
ま
で
）。
ま
た
、

６
品
種
、
約
１
万
３
千
株
の
コ
リ

ウ
ス
は
夏
か
ら
秋
に
か
け
葉
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
も
増
し
、
見
ご
た
え
抜

群
で
す（
見
頃
10
月
中
旬
ま
で
）。

料　
大
人
（
高
校
生
以
上
）
／
４

５
０
円
、
シ
ル
バ
ー
（
65
歳
以

上
）
／
２
１
０
円
、
中
学
生
以

下
／
無
料

問　
国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園
管

理
セ
ン
タ
ー

　

ｔ
０
４
９
３−

５
７−

２
１
１
１

国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園

見
頃
の
お
花

こ
ど
も
食
堂
（
茶
み
せ
）
に
て
子

ど
も
た
ち
に
読
み
聞
か
せ
を
し
ま

す
。
不
要
な
子
ど
も
向
け
絵
本
や

雑
誌
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

回
収
方
法　
引
き
取
り
、
持
参
ま

た
は
郵
送
（
中
央
４
丁
目
16

−

３
）

問　
こ
ど
も
食
堂
（
茶
み
せ
）

　

ｔ
２
９
８

−

７
８
１
１

不
要
な
絵
本
を
く
だ
さ
い
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※
２
年
に
１
回
の
検
診
で
す
。
令

和
元
年
度
に
受
診
さ
れ
た
人
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

定　
各
１
２
０
人
程
度

料　
乳
が
ん
検
診
／
６
０
０
円　
　

　
子
宮
頸
が
ん
検
診
／
５
０
０
円

※
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者
お
よ
び
生

活
保
護
受
給
者
は
無
料
で
す
。

※
事
前
に
郵
送
す
る
問
診
票
を
記

入
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
乳
が
ん
検
診
受
診
の
人
は
バ
ス

タ
オ
ル
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
生
活
保
護
受
給
者
は
申
込
み
時

に
受
給
者
証
、
印
鑑
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※
感
染
症
予
防
の
た
め
マ
ス
ク
を

着
用
し
て
来
所
し
て
く
だ
さ
い
。

申　
９
月
７
日
月
か
ら
保
健
セ
ン

タ
ー
で
受
付
ま
す
（
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
可
）。

毛呂山町保健センター
（川角305番地1）
ｔ049−294−5511ｆ049−295−5850

保健センターから
のお知らせ

＝毛呂山町健康マイレージ事業対象事業

毎
年
、
９
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で

を
「
自
殺
予
防
週
間
」
と
し
て
、

国
、
地
方
自
治
体
が
連
携
し
て
幅

広
い
国
民
参
加
に
よ
る
啓
発
活
動

を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

自
死
は
自
由
な
意
思
や
選
択
の
結

果
で
は
な
く
、
健
康
問
題
、
経
済

・
生
活
問
題
な
ど
の
様
ざ
ま
な
要

因
が
複
雑
に
関
係
し
心
理
的
に
追

い
込
ま
れ
た
末
の
死
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
う
つ
病
な
ど
こ
こ
ろ
の
健
康

問
題
が
大
き
く
関
係
し
て
い
ま

す
。
う
つ
病
に
つ
い
て
正
し
く
理

解
し
、
早
く
気
づ
き
、
適
切
な
治

療
に
つ
な
ぐ
こ
と
は
、
自
死
を
防

ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
自
殺
予
防
週
間
」
で
す

毎
回
人
気
の
運
動
教
室
を
今
年
も

開
催
し
ま
す
。
み
ん
な
で
ス
ト
レ

ッ
チ
を
し
な
が
ら
、
す
っ
き
り
と

心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

防
止
に
配
慮
し
て
実
施
し
ま
す
。

・
当
日
は
マ
ス
ク
着
用
の
う
え
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

・
発
熱
の
あ
る
人
、
体
調
不
良
の

人
は
ご
欠
席
く
だ
さ
い
。

・
人
と
人
と
の
間
隔
を
あ
け
た

り
、
換
気
す
る
な
ど
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の

商
品
券
引
換
申
込
み
開
始

毛
呂
山
町
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

の
商
品
券
引
換
申
込
み
が
始
ま
り

ま
す
。「
毛
呂
山
町
健
康
マ
イ
レ

ー
ジ
」
を
20
ポ
イ
ン
ト
以
上
貯
め

た
人
は
、
ポ
イ
ン
ト
を
商
品
券
と

引
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
申
込
み
期
間
と
引
換
期
間

は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
の
で
ご

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

㊐　
10
月
13
日
火　

　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
ス
ト
レ
ッ
チ
、
簡
単
な
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど

対　
町
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
人

定　
20
人
（
先
着
順
）

講
師　
遠
藤
良
江
さ
ん
（
健
康
運

動
指
導
士
）

料　
無
料

　
筆
記
用
具
、
飲
み
物
、
タ
オ

ル
※
運
動
で
き
る
服
装
・
靴
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

申　
９
月
10
日
木
か
ら
保
健
セ
ン

タ
ー
で
受
付
ま
す（
電
話
可
）。

注
意
く
だ
さ
い
。

※
感
染
症
予
防
の
た
め
マ
ス
ク
を

着
用
し
て
来
所
し
て
く
だ
さ
い
。

　
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド

※
20
ポ
イ
ン
ト
に
つ
き
５
０
０
円

分
の
商
品
券
を
１
枚
贈
呈
し
ま
す
。

※
引
換
期
間
は
10
月
19
日
月
か
ら

11
月
20
日
金
で
す
。

申　
９
月
14
日
月
か
ら
30
日
水
に

保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
付
ま
す
。

身
体
す
っ
き
り
！

運
動
教
室

㊐　
10
月
24
日
土　
午
前
・
午
後

※
時
間
は
予
約
時
に
お
伝
え
し
ま

す
。

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

対　
町
内
在
住
の
女
性

　
乳
が
ん
検
診
／
40
歳
以
上

　
子
宮
頸
が
ん
検
診
／
20
歳
以
上

※
ど
ち
ら
も
令
和
２
年
度
中
に
当

該
年
齢
に
な
る
人
を
含
み
ま
す
。

乳
が
ん
・

子
宮
頸け
い
が
ん
検
診
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が
ん
を
知
れ
ば
健
康
長
寿
の
ヒ
ン

ト
が
必
ず
あ
り
ま
す
。
今
、
知
っ

て
お
き
た
い
最
新
情
報
や
基
礎
知

識
を
専
門
の
医
師
が
丁
寧
に
解
説

し
ま
す
。
座
席
に
限
り
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

㊐　
10
月
26
日
月　

　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
胃
が
ん
の
基
礎
知
識
、
最
新

知
識
と
予
防
に
つ
い
て

対　
町
内
在
住
の
人

定　
30
人
（
先
着
順
）

講
師　
真
下
由
美
さ
ん
（
埼
玉
医

科
大
学
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
消

化
器
内
科　
消
化
器
内
視
鏡
科

准
教
授
）　

料　
無
料

　
筆
記
用
具

※
感
染
対
策
と
し
て
マ
ス
ク
の
着

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
状
況
に
よ
り
急

き
ゅ
う
遽き

ょ
中
止
と
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

申　
９
月
14
日
月
か
ら
保
健
セ
ン

タ
ー
で
受
付
ま
す（
電
話
可
）。 

が
ん
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

電
話
相
談

㊐　
９
月
３
日
木
、
18
日
金
、

　
　
10
月
５
日
月
、
21
日
水
、

　
　
11
月
５
日
木
、
17
日
火

　
各
日
午
後
６
時
15
分
か
ら
８
時

30
分（
受
付
は
午
後
８
時
ま
で
）

※
12
月
以
降
も
月
２
回
開
催
予
定

で
す
。

　
働
く
が
ん
患
者
の
治
療
と
仕

事
の
両
立
支
援
相
談

対　
県
内
在
住
ま
た
は
在
勤
す
る

就
労
中
が
ん
患
者
（
休
職
中
の

人
も
含
む
）

相
談
対
応　
看
護
師
、
医
療
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
両
立
支
援

促
進
員
な
ど

料　
無
料

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
踏
ま
え
て
、当
面
の
間
、

電
話
に
よ
る
相
談
と
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
埼
玉
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ 

い
。

申　

埼
玉
県
疾し

っ

病ぺ
い

対
策
課
へ
電

話
、
メ
ー
ル
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
て
事
前
に
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

問　
埼
玉
県
疾
病
対
策
課

　

ｔ
０
４
８−

８
３
０−

３
６
５
１

Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
に
感
染
し

た
こ
と
に
気
づ
か
ず
そ
の
ま
ま
に

し
て
い
る
と
、
慢
性
肝
炎
や
肝
硬

変
・
肝
臓
が
ん
に
進
行
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
に
検
診
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
人
は
、
ぜ
ひ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
感
染
症
予
防
の
た
め
、
マ
ス
ク

を
着
用
し
て
来
所
し
て
く
だ
さ
い
。

㊐　
①
10
月
17
日
土
、
②
18
日
日

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
血
液
検
査

料　
無
料

対　
40
歳
以
上
（
令
和
３
年
３
月

31
日
ま
で
に
40
歳
に
な
る
人
を

含
む
）
で
、
以
下
の
い
ず
れ
に

も
該
当
し
な
い
人

・
過
去
に
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人

・
Ｃ
型
肝
炎
の
治
療
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
人
ま
た
は
現
在
も
受

け
て
い
る
人

・
Ｂ
型
肝
炎
の
治
療
を
受
け
て
い

る
人

・
大
き
な
手
術
（
開
胸
手
術
、
開

腹
手
術
な
ど
）
を
受
け
た
こ
と

が
あ
る
人

・
妊
娠
、
分ぶ

ん
娩べ

ん
時
に
多
量
に
出
血

し
た
こ
と
が
あ
り
、
定
期
的
に

肝
機
能
検
査
を
受
け
て
い
る
人

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

ソ
ー
シ
ャ
ル
ク
ラ
ブ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

統
合
失
調
症
の
人
が
、
グ
ル
ー
プ

活
動
を
通
じ
て
、
生
活
の
リ
ズ
ム

を
整
え
た
り
、
社
会
性
を
身
に
付

け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
相
談

し
な
が
ら
楽
し
く
過
ご
す
教
室
で

す
。

㊐　
月
１
回
、
木
曜
日
の
午
前
中

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
折
り
紙
、手
芸
、町
内
散
策
、

調
理
実
習
な
ど
参
加
者
で
話
し

合
っ
て
決
め
ま
す
。

対　
町
に
住
民
票
が
あ
り
、
統
合

失
調
症
で
主
治
医
が
参
加
可
能

と
認
め
た
人
。
回
復
に
向
け
て

意
欲
が
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
活
動

の
ル
ー
ル
が
守
れ
る
人
。

料　
主
治
医
の
診
療
情
報
提
供
書

料
、
そ
の
他
材
料
費
な
ど

申　
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。
参

加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
保
健

セ
ン
タ
ー
に
電
話
し
、
面
接
の

上
、
主
治
医
へ
確
認
後
、
見
学

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

が
ん
予
防
か
ら
学
ぶ
健
康

長
寿
！
胃
が
ん
予
防
教
室

定　
各
回
10
人
（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、受
付
終
了
。

申　
９
月
23
日
水
か
ら
10
月
２
日

金
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
申
込

み
（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）。
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近
年
、
台
風
等
に
よ
る
災
害
規

模
が
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
今
ま

で
災
害
に
よ
る
影
響
が
な
か
っ
た

施
設
に
も
被
害
が
及
ぶ
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
昨
年
10
月
の
台
風
第
19
号
に
よ

り
、
苦に

が

林ば
や
し

浄
水
場
が
浸
水
し
、

一
時
的
に
施
設
が
使
用
で
き
な
く

な
る
と
い
う
事
態
が
発
生
し
ま
し

た
。
こ
の
浄
水
場
で
は
毛
呂
山
町

の
水
道
水
の
約
半
分
の
水
を
作
っ

て
お
り
、
災
害
等
で
浄
水
場
が
機

能
を
停
止
し
て
し
ま
う
と
水
の
供

給
が
大
幅
に
滞

と
ど
こ
お

っ
て
し
ま
い
ま

す
。 災

害
に
強
い

水
道
事
業
を
め
ざ
し
て

　
そ
こ
で
、
台
風
第
19
号
に
よ
る

浸
水
被
害
を
教
訓
と
し
て
、
７
月

に「
苦
林
浄
水
場
浸
水
対
策
工
事
」

を
行
い
、
同
規
模
以
上
の
台
風
等

の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
で
も
、

苦
林
浄
水
場
が
稼
働
停
止
す
る
こ

と
な
く
運
用
で
き
る
対
策
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
今
回
の
工
事
で
は
、
電
気
設
備

等
の
運
転
に
欠
か
せ
な
い
ポ
ン
プ

室
等
の
入
口
に
新
た
に
密
閉
性
の

高
い
止し

水す
い

パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
浸

水
防
止
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
止
水
パ
ネ
ル
は
、
ア
ル
ミ
の

１
枚
板
で
で
き
て
お
り
、
水
か
さ

が
増
し
て
く
る
と
水
圧
で
設
置
箇

所
と
止
水
板
が
密
着
し
、
よ
り
高

い
止
水
性
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
６０
セ
ン
チ
×
６０
セ
ン
チ

の
雨
水
排
水
桝ま

す

を
新
た
に
設
置

し
、
雨
水
を
よ
り
排
水
さ
れ
や
す

く
な
る
施
設
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
対
策
を
実
施
し
た
上

で
も
万
が
一
浸
水
し
て
し
ま
っ
た

場
合
に
備
え
、
エ
ン
ジ
ン
ポ
ン
プ

や
水
中
ポ
ン
プ
を
整
備
し
、
速
や

か
に
排
水
を
行
う
こ
と
で
重
要
機

器
の
水
没
に
よ
る
故
障
を
防
ぎ
ま

す
。

　
エ
ン
ジ
ン
ポ
ン
プ
は
１
分
間
に

１・
４
ト
ン
、
大
型
の
水
中
ポ
ン

プ
は
０・
６
ト
ン
、
併
せ
て
１
分

間
に
２
ト
ン
（
お
風
呂
10
杯
分
程

度
）
の
水
を
排
水
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
災
害
時
に
停
電

が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
バ
ル

ー
ン
投
光
器
を
配
備
し
、
暗
い
な

か
で
も
作
業
が
行
え
る
よ
う
対
策

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
災
害
が
起
き
た
際
に
も
、
皆
さ

ん
に
安
心
安
全
な
水
を
滞

と
ど
こ
おり
な
く

供
給
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
対
策

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

水道事業を考えよう
未来へ引き継ぐ　安全で頼れる水道をめざして

問合せ　水道課施設係　ｔ295－2112   内 165

令和元年10月に発生した台風第19号の
影響により浸水した苦林浄水場

アルミの止水パネル排水用のポンプ

いつ起こるかわからない自然災害。
どんなときも重要なライフラインである水道を供給するためにどうすべきか。
今回は、苦林浄水場浸水対策工事についてご紹介します。

第15回



町の無料相談
相談種類 日にち 時間 相談場所 申込み・問合せ

法律相談
弁護士 ９/８（火）、９/28（月）

10/13（火）、10/26（月） 13 :30～16 :00 役場会議室　 役場総務課ｔ 313（要予約）

行政書士 ９/16（水）、10/21（水） 10 :00～15 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313
人権・行政相談 ９/10（木）、10/８（木） 13 :30～16 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313

成人健康相談
９/２（水）  9:00～12 :00 保健センター

保健センターｔ294−5511
10/２（金）  9:30～11 :30 役場1階町民ホール

電話健康相談 平日 9:00～17 :00 保健センターｔ294−5511
育児ほっと相談室 9/１（火)、10/１（木） 10：00～11 :45 保健センターｔ294−5511

もの忘れ相談会 毎月第3木曜日 10:00～12 :00 中央公民館 地域包括支援センター
ｔ295−2112 126

子育て相談
なんでも話してみよう

９/11（金）、10/９（金）
10 :00～11 :00

役場相談室 子育て支援センター
ｔ294−4820（役場相談要予約）９/25（金）、10/23（金） 子育て支援センター

教育相談 平日 10:00～16 :30 教育センターｔ295−2525（電話相談可）
心配ごと相談 毎月第2・４水曜日 10:00～12 :00 社会福祉協議会（ウィズもろやま内）ｔ295−3111

消費生活相談 ９/１（火）、９/８（火）
９/15（火） 10 :00～15 :00 役場相談室 役場産業振興課ｔ 214

生活困窮者自立相談
※生活保護受給者以外 平日 8:30～17 :00 アスポート相談支援センター埼玉西部毛呂山出張所

（ウィズもろやま内）ｔ080−2274−1445

  

天
てん

然
ねん

痘
とう

（疱
ほう

瘡
そう

）にまつわる

願
がん

掛
か

けや風習

歴史散歩
第315回

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
広
ま
る
現
在
、
歴
史
上

猛も
う

威い

を
振
る
っ
て
き
た
病
気
に
対
し
て
、
人
々
は
ど

う
向
き
合
っ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
関
心
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
日
本
の
歴
史
に
お
い
て
天
然
痘（
疱
瘡
）

は
、
た
び
た
び
大
流
行
を
起
こ
し
、
人
々
を
恐
れ
さ

せ
た
感
染
症
の
一
つ
で
す
。
そ
の
症
状
は
、
高
熱
の

後
、
顔
や
手
足
に
豆
状
の
発ほ
っ

疹し
ん

が
発
症
し
ま
す
。
死

亡
率
も
高
く
、
感
染
す
る
と
１
〜
２
週
間
で
亡
く
な

る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

多
く
の
人
々
に
感
染
す
る
天
然
痘
は
、
古
来
か
ら

疫え
き

病び
ょ
うを
広
め
る
悪あ

く

神じ
ん

、
疱ほ

う

瘡そ
う

神し
ん

に
よ
っ
て
広
ま
る
と

信
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
病
魔
を
祓は
ら

う

色
と
さ
れ
る
赤
で
塗
ら
れ
た
張は
り

子こ

の
玩
具
や
赤
一
色

で
刷
ら
れ
た
錦
に
し
き

絵え

（
赤あ

か

絵え

）
を
飾
っ
た
り
、
か
か
っ

た
人
に
赤
い
服
を
着
せ
て
天
然
痘
を
追
い
出
そ
う
と

し
た
り
す
る
風
習
が
各
地
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

毛
呂
山
に
も
岩
井
地
区
の
金こ

刀と

比ひ

羅ら

宮ぐ
う

に
、
赤
い

着
物
を
着
た
男
性
が
お
宮
を
拝
む
姿
を
描
い
た
慶け
い

応お
う

元
年
（
１
８
６
５
）
奉
納
の
小
絵
馬
が
残
さ
れ
て
お

り
、
天
然
痘
に
関
連
し
た
資
料
と
み
ら
れ
ま
す
。
絵

馬
か
ら
は
、
天
然
痘
の
広
ま
り
を
防
ご
う
と
い
う
人

々
の
願
い
が
垣
間
見
え
ま
す
。

　

日
本
に
お
け
る
天
然
痘
の
予
防
接
種（
種し

ゅ

痘と
う

）は
、

阿
諏
訪
出
身
の
蘭ら
ん

方ぽ
う

医い

安あ
ん

藤ど
う

文ぶ
ん

澤た
く

を
は
じ
め
と
し
た

幕
末
・
明
治
期
の
医
師
た
ち
の
活
躍
に
よ
り
日
本
に

普
及
し
、
日
本
で
は
昭
和
３０
年
（
１
９
５
５
）
に
天

然
痘
は
根こ
ん

絶ぜ
つ

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
種
痘
が
義

務
化
さ
れ
た
後
も
、「
疱
瘡
の
湯ゆ

送お
く

り
」
と
呼
ば
れ

る
疱
瘡
神
を
送
り
出
す
行
事
が
明
治
期
か
ら
終
戦
直

後
ま
で
葛
つ
づ
ら

貫ぬ
き

地
区
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
種
痘
を
終
え
た
後
、
神
社
で
ス
イ

カ
ズ
ラ
の
煎せ
ん

じ
汁
を
種
痘
の
痕あ

と

に
か
け
る
真
似
を

し
、
神
社
で
赤
い
色
紙
と
御ご

幣へ
い

を
い
た
だ
く
と
い
う

も
の
で
す
。
い
た
だ
い
た
御
幣
を
カ
ツ
ノ
キ
で
作
っ

た
棚
に
立
て
て
竹
の
柄ひ

杓し
ゃ
くと

供
物
を
供
え
、
翌
日
に

桑
の
木
の
株
に
祀ま
つ

り
、
疫
病
神
を
送
り
出
し
ま
す
。

種
痘
が
普
及
し
て
も
な
お
、疫
病
に
対
す
る
不
安
と
、

な
ん
と
し
て
も
疫
病
は
退
け
る
と
い
う
人
々
の
気
持

ち
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
医

学
の
進
歩
に
よ
り

多
く
の
病
気
を
克

服
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
疫
病

に
対
し
最
大
限
に

警
戒
す
る
気
持
ち

は
、
現
在
を
生
き

る
私
た
ち
に
も
必

要
な
も
の
と
い
え

る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
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金刀比羅宮（岩井地区）の拝み絵馬



防災行政無線の放送を確認

対 おおむね３歳以下の幼児と保護者

みんなのお誕生日
㊐ ９月24日（木）午前11時30分から

お誕生会、パネルシアター

保健師の日
㊐ ９月14日（月）午前10時から11時

なんでも話してみよう
㊐ ９月11日（金）、25日（金）午前10時から11時
場 11日（金）役場、25日（金）子育て支援センター

家庭教育アドバイザーによる個別相談
※役場相談は予約制

保健師の日
㊐ ９月14日（月）午前11時から11時30分

遊びにおいでよ！ぴょんぴょん広場
㊐ ９月９日（水）、16日（水）、23日（水）
　 午前10時30分～11時15分
対 ２歳前後の幼児と保護者

体操、工作、体育あそびなど（申込み不要）
親子とも室内シューズ

アンケート回答者のなかから、抽選でプレゼントが当たりま
す。当選の発表は、引換券の発送をもって代えさせていただ
きます。届いた引換券を左記のお店まで持参のうえ、プレゼ
ントと交換してください。
アンケート回答方法　９月10日（木）に町公式ＬＩＮＥにア
ンケート回答フォームのＵＲＬを掲示します。町公式Ｌ
ＩＮＥに未登録の人は９月10日（木）までにご登録くださ
い。アンケートの回答締切りは９月17日（木）までです。

問合せ　役場秘書広報課広報広聴係ｔ295－2112 332

毛呂山町公式ホームページに関するアンケートを実
施します。未登録の人は、表紙または隣のページの
QRコードから町公式ＬＩＮＥアカウントに登録の
上、アンケートにご回答ください♪

住所　毛呂山町大字下川原220−1
電話　290−7773　
営業日時　月曜日～土曜日　午前８時から午後５時
定休日　日曜日（他、不定休）

協賛品提供

毛呂山町公式ＬＩＮＥを使ったアンケートを実施します

お店に並んでいるパンのなかから
お好きなパン（500円分以内）を

５名にプレゼント♪

サン・シーロ

川角駅

対 町内在住でおおむね３歳以下の幼児と保護者
９・10月の開催日 ■開催日　■休館日

９月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

10月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

ぴょんちゃんたいむ
㊐ ９月３日（木）、17日（木）、10月１日（木）
　 午前９時30分～11時30分
対 ２歳前後の幼児　　定 ５組程度

遊戯室にボールテントやジャングルジムなど遊
具を設置します。絵本の読み聞かせもあるよ！

小学生事業「プラ板でキーホルダーを作ろう!」
㊐ ９月12日（土）　午後２時から
対 小学生　　　　　　定 10人（先着順）

プラ板キーホルダー製作
申 児童館で受付（電話可）

埼玉平成
　高校

延命寺

至坂戸

手づくりパン　サン・シーロ

子育て支援センターｔ294−4820

乳幼児健診　※対象者には通知を送付します。
健診 対象 日にち 開始時間

４か月 R2.5生 10月１日（木）
午後1時30分10か月 R1.11生 10月２日（金）

１歳６か月 H31.2・3生 10月９日（金）
３歳 H29.４生 10月６日（火）

保健センターｔ294−5511

児童館ｔ295−4111

保健センター子育て支援室ｔ294−1800
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12・13ページで掲載しました
が、「広報もろやま」について
のアンケートを実施しました。
皆さんからの厳しいご指摘や温
かいお言葉をいただき、とても
励みになりました。格好のいい
雑誌のような広報を作ることは
できなくても、町の広報紙なら
ではの記事や写真を掲載し、読
んだ方が毛呂山町に更に愛着を
持っていただけるような、そん
な広報紙を作っていきたいで
す。（栗島）

は、自治会
をとおして全戸に配布するほか、
町内の公共施設・駅・一部のコ
ンビニに配架しています。次号、
令和２年10月号は、10月１日
（木）に自治会へお届けします。
広報の感想・意見・情報提供は、
役場秘書広報課広報広聴係へご
連絡ください。
〒350-0493毛呂山町中央2-1
hisyo@town.moroyama.lg.jp

ｔ049（295）2112 332
ｆ049（295）0771

毛呂山町公式

twitter
@moroyama_town

防災行政無線の放送を確認
町の防災行政無線の放送内容を確認でき
るサービスです。

※西入間広域消防組合が遠隔操作により
放送する火災情報や、毎日放送する定時
放送には対応していません。

登録した人に放送内容を
配信します。

放送内容を音声で確認できます。

メールで配信

電話で確認

ｔ0800（800）1165

町のSNS
毛呂山町公式

ホーム＞公式アカウント＞
検索＞「毛呂山町」で検索

町のAED（自動体外式除細動器）設置場所を確認

http://www.ipos-map.jp/aedsm/menu.aspx

現在位置からAED設置場所
を検索できます。（GPS機能
を有効にしてください。）

町の情報館

12平成30（2018）年
行事カレンダー

※埼玉医科大学病院（毛呂本郷38）ｔ276−1465では、救急部が曜日・祝日を問わず
救急患者を受け入れています。
※西入間広域消防組合『救急相談ダイヤルｔ2

きゅうきゅうはなして
95−9987』では、曜日・時間を問わず、

緊急時の対処法・救急車の必要性・医療機関の紹介などの相談を行っています。

日にち 医療機関名 所在地 電話
９月21日（月・祝） おっぺ小児科・アレルギー科クリニック 毛呂山町若山1−8−7 ｔ295−5550

９月22日（火・祝） もろやま眼科 毛呂山町岩井西2−11−8 ｔ294ー4113

 
 

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3
４か月児健診
育児ほっと相談室
ぴょんちゃんタイム

10か月児健診
成人健康相談
幼児クラブ
・就学時健康診断
（光山小学校）

土曜開庁

4 5 6 7 8 9 10
・就学時健康診断
（毛呂山小学校）

３歳児健診
11月分体育施設調整会議
幼児クラブ

ぴょんぴょん広場
・就学時健康診断
（泉野小学校）

・認知症サポーター養
成講座（ハピネス館）

１歳６か月児健診
子育て相談
幼児クラブ
・就学時健康診断
（川角小学校）

小学生事業

11 12 13 14 15 16 17
トレーニング機器
説明会

幼児クラブ
身体すっきり！運動
教室

夜間納税窓口
ぴょんぴょん広場

２歳児歯科健診
ぴょんちゃんタイム
オレンジカフェ
もの忘れ相談会

幼児クラブ 肝炎ウイルス検診

18 19 20 21 22 23 24
肝炎ウイルス検診 幼児クラブ

・川角中学校開校記念
日

ぴょんぴょん広場
夜間納税窓口
トレーニング機器
説明会

・子育て相談（子育て
支援センター）
幼児クラブ

乳がん・子宮頸が
ん検診

25 26 27 28 29 30 31
納税相談・納入窓口 胃がん予防教室 ・町税・保険料10月分

口座振替日
幼児クラブ

幼児クラブ 12月分総合公園予
約受付日

10月
2020年
行事カレンダー

役場　 保健センター　 中央公民館　 東公民館　 ウィズもろやま
歴史民俗資料館　 児童館　 図書館　 総合公園　 消防署　 大類グラウンド場所記号

９月の在宅当番医（午前9時～正午）

図書館　 児童館　 町内体育施設　 歴史民俗資料館
そのほかの施設は、原則土・日曜日および祝日休業休館記号
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国勢調査
５年に１度の国勢調査にご協力ください
問合せ　役場企画財政課企画係ｔ２９５－２１１２内線３２２

　　 kizai@town.moroyama.lg.jp

○ 調査は全員が対象
国勢調査は、令和２年10月１日現在、日本に住んでいる全ての人および世帯が
対象です。

○ 調査結果は暮らしに役立つ
少子高齢化社会における日本の未来を描く上で欠かせないデータを得るために実施します。
調査結果は、様ざまな法令にその利用が定められているほか、社会福祉、雇用政策、
生活環境の整備、防災対策など、私たちの暮らしのために役立てられます。

○ 個人情報は厳格に保護
国勢調査では、統計法によって厳格な個人情報保護が定められています。調査票に封をして提出された場合は、
国勢調査員は封筒を開けずに町に提出します。また、調査に従事する人は守秘義務が定められています。

○ 非接触の調査方法
国勢調査では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、調査書類の配布や調査票の受取を、できる限り
皆さんと調査員が対面しない非接触の方法で行うようにしています。皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いし
ます。

！

！

！

！

国勢調査については、「国勢調査２０２０総合サイト」をご覧ください。
ｈhttps://www.kokusei2020.go.jp/

令和２年度令和２年度

９／14（月）

９／20（日）
～

調査の流れ

調査員が調査票を
全世帯に配布しま
す。

（調査員）

９／14（月）～10／７（水）

パソコン・スマートフォン・
タブレットから、インターネ
ットで回答をしてください。

（世帯）

10／１（木）～10／７（水）

紙の調査票へ回答をしてくだ
さい。

（世帯）
郵送または調査員に提出。
※できる限り郵送での回
答をお願いします。

（世帯）
回答完了

回答完了


